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　　ミニトマトのトンネルだ！

　倉俣保育所では、今でも赤や黄色のミニト

マトがなっており、毎日おいしく食べています。

園児たちも「甘いトマトだよ」と言ってました。

この広報紙は、再生

紙を使っています。



麗
璽
腰
璽
創
耀
ラ
ン

推
進
委
員
を
麟
灘
し
繊
融
曜

　
中
里
村
で
は
、
新
潟
県
が
提
唱
し
た
「
里
創
ブ
ラ
ン
」
に
十

日
町
地
域
広
域
圏
（
十
日
町
市
・
川
西
町
・
津
南
町
・
中
里
村
・

松
代
町
・
松
之
山
町
）
の
一
員
と
し
て
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
県
で
は
50
年
、
1
0
0
年
を
に
ら
ん
だ
ブ
ラ
ン
に
育
て
て
い

き
た
い
の
で
、
あ
り
き
た
り
の
「
箱
物
行
政
」
は
だ
め
だ
と
い

つ
て
い
ま
す
。

　
村
と
し
て
は
、
中
里
村
の
遠
い
将
釆
を
に
ら
ん
だ
計
画
を
立

て
た
く
、
広
く
村
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
推
進
委
員
を
公
募
す
る

も
の
で
す
。
年
齢
、
男
女
、
国
籍
な
ど
一
切
の
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
『
中
里
村
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
い
』
『
中
里
村
に
働
き
か

け
た
い
』
と
の
気
持
ち
の
あ
る
万
は
、
ぜ
ひ
、
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。◆

募
集
委
員
数

◆
委
員
資
格

◆
締
　
切
　
り

◆
申
込
み
先

20
人

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

11
月
1
0
日
ま
で

中
里
村
役
場

開
発
課
　
企
画
開
発
係

（
内
線
2
7
1
・
2
7
2
）

『
里
創
プ
ラ
ン
L
村
民
説
明
会
を
開
き
ま
す
メ

◆
と
き
　
憩
月
麗
日
㈲
午
後
7
時
よ
鱗

◆
と
こ
ろ
　
ユ
ー
モ
ー
ル
　
2
階

◆
説
明
者
　
北
川
フ
ラ
ム
氏
（
獲
昌
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
里
創
プ
ラ
ン
は
、
一
体
何
か
？
　
具
体
的
に
ど
う
進
も
う
と
し
て
い
る

の
か
？
　
ど
う
も
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
め
な
い
等
の
疑
問
に
応
え
た
い
と
、

全
村
民
を
対
象
に
説
明
会
を
開
ぎ
ま
す
。
秋
の
忙
し
い
中
で
す
が
．
ぜ
ひ
、

お
集
り
下
ざ
い
。

「
里
創
プ
ラ
ン
」
の
誕
生
か
ら

「
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
」
ま
で

　
十
日
町
地
域
広
域
6
市
町
村
で
た
だ
い
ま
進
め
て
お
り
ま
す
「
十
日
町
地
域

ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
」
「
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
構
想
」
に
つ
い

て
、
今
回
か
ら
数
回
の
連
載
で
こ
紹
介
し
ま
す
。
事
業
の
内
容
は
、
今
後
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
計
画
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
今
回
は
「
里
創
プ
ラ
ン
」
の
誕
生
か
ら
「
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ツ
ク
レ
ス
整
備

構
想
」
ま
で
を
こ
紹
介
し
ま
す
。

☆
里
創
プ
ラ
ン
と
は
…

～
み
な
さ
ん
の
気
力
と
ア
イ
デ
ア
で
こ
れ
か
ら
作
り
上
げ
る
～

　
「
里
創
プ
ラ
ン
」
は
、
正
式
に
は
「
十
日
町
地
域
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ

ラ
ン
」
と
い
い
ま
す
。
「
里
創
プ
ラ
ン
」
が
誕
生
し
た
い
き
さ
つ
は
、
「
よ
い
（
理

想
の
）
里
創
り
」
を
目
指
し
た
い
と
い
う
平
山
県
知
事
さ
ん
の
考
え
に
基
づ
い

た
も
の
で
す
。

　
十
日
町
地
域
広
域
圏
は
、
平
成
6
年
に
里
創
プ
ラ
ン
の
第
1
号
と
し
て
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
理
由
は
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
の
進
行
が
著
し
く
、
地
域
活
性

化
の
た
め
の
対
策
が
急
が
れ
て
い
る
こ
と
と
、
平
成
9
年
3
月
に
北
越
北
線
の

開
通
に
よ
り
圏
域
の
交
流
人
口
の
増
と
活
性
化
を
図
り
た
い
と
い
う
圏
域
共
通

の
課
題
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。
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こ
の
ス
テ
キ
な
中
里
村
を

　
み
ん
な
の
力
で
更
に
す
ば
ら
し
い
村
に
…

照難

鰍　　　　　欄

　　羅　騨懸辮
難
撚　　灘　懸

醤讐

　
里
創
プ
ラ
ン
は
、
今
ま
で
の
よ
う
に
国
や
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
「
補

助
金
を
も
ら
っ
て
行
政
が
何
か
を
造
る
」
と
い
う
も
の
で
な
く
、
「
自
分
た
ち
の

地
域
を
、
自
分
た
ち
の
で
考
え
、
自
分
た
ち
で
実
現
す
る
」
と
い
う
考
え
を
基

に
、
み
な
さ
ん
か
ら
出
て
く
る
気
力
と
ア
イ
デ
ア
に
県
の
持
っ
て
い
る
知
恵
と

事
業
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
、
地
域
と
県
が
一
緒
に
な
っ
て
地
域
づ
く
り
を
や

っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
内
容
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
み
な
さ
ん
で
作
り
上
げ
て
い
こ
う

と
し
て
い
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
今
ま
で
の
よ
う
に
各
市
町
村
の
個
々
の
ハ
ー

ド
（
い
わ
ゆ
る
箱
物
）
を
優
先
す
る
の
で
な
く
、
6
市
町
村
全
体
の
振
興
を
考

え
、
ハ
ー
ド
を
活
用
す
る
知
恵
を
出
し
合
っ
て
広
域
の
振
興
策
を
作
り
上
げ
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

☆
「
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
」
と
は
惹

　
～
地
域
に
新
た
な
活
力
を
呼
び
起
こ
す
～

　
平
成
6
年
4
月
よ
り
東
頸
城
郡
松
代
町
と
松
之
山
町
を
迎
え
、
1
市
4
町
1

村
か
ら
な
る
新
し
い
「
十
日
町
地
域
広
域
行
政
圏
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
「
十
日
町
地
域
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
」

へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
平
成
8
年
3
月
に
「
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス

整
備
構
想
」
と
し
て
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
構
想
が
計
画
さ
れ
た
背
景
に
は
、
中
山
間
地
域
で
あ
る
妻
有
郷
が
抱
え
る

様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
問
題
と
は
、
地
場
産
業
の
低
迷
、
若
者
人
口

の
流
出
に
よ
る
過
疎
化
と
社
会
の
高
齢
化
、
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

崩
壊
に
よ
る
住
民
の
活
力
低
下
等
の
諸
問
題
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
妻
有
郷
に
限
ら
ず
全
国
の
中
山
間
地
域
に
多
か
れ
少
な

か
れ
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
も
各
地
の
自
治
体
で
色
々
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
芳
し
い
結
果
を
収
め
た
も
の
は
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
本
構
想
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
持
つ
長
所
・
短
所

を
充
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
独
自
の
地
域
振
興
策
を
た
て
る

よ
う
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
地
域
の
人
々
の
中
で
こ
の
構
想

が
鍛
え
ら
れ
、
妻
有
郷
固
有
の
特
質
を
生
か
し
て
地
域
に
新
た
な
活
力
を
呼
び

起
こ
す
と
同
時
に
、
全
国
の
中
山
間
地
域
の
問
題
解
決
に
対
し
て
も
新
し
い
展

望
を
示
す
も
の
と
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

平成9年10月10日広報なかさと3



欝
撒冨

～表彰・運動・大会～通安全交

高
道
山
小
学
校
表
彰

　
高
道
山
小
学
校
で
は
、
平
成
6
年

か
ら
春
と
秋
の
2
回
、
国
道
3
5
3

号
線
の
白
羽
毛
地
内
に
お
い
て
、
手

づ
く
り
マ
ス
コ
ッ
ト
な
ど
を
作
っ
て

交
通
安
全
の
呼
び
掛
け
を
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
活
動
に
対
し
て
9
月
1
8

日
㈲
、
十
日
町
交
通
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
十
日
町
警
察
署
長
と
新
潟
県

交
通
安
全
協
会
長
連
名
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

交通安全の呼び掛け
　
9
月
6
日
ω
、
田
沢
小
学
校
3
年

の
児
童
、
保
護
者
ら
が
交
通
安
全
の

呼
び
掛
け
を
学
校
前
の
1
1
7
号
線

で
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
3
年
生
の
学
年
行
事
と
し

ー
て
行
わ
れ
た
も
の
で
午
後
よ
り
マ
ス

コ
ッ
ト
づ
く
り
や
田
沢
駐
在
所
の
服

部
巡
査
部
長
か
ら
交
通
安
全
の
話
を

聞
き
、
そ
の
後
マ
ス
コ
ッ
ト
を
渡
し

な
が
ら
「
安
全
運
伝
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
道
ゆ
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
9

鍵
・

臨
鷺

熱
　
　
葦

　　　　　鞭　　饗

　　藝

＿F

　　　難　　簸舞
欝

蕪
懸

月
21
日
か
ら
30
日
の
間
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
期
問
中
の
22
日
に
は
、
交
通

安
全
協
会
、
黄
桜
隊
、
指
導
員
が
国

道
1
1
7
号
線
と
3
5
3
号
線
に
指

導
所
を
設
け
、
安
全
を
呼
び
掛
け
る

と
と
も
に
村
職
員
も
上
山
地
内
で
フ

ラ
ッ
グ
を
持
ち
呼
び
掛
け
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
指
導
所
の
後
、
村
長
よ

り
訓
示
を
う
け
村
内
を
パ
レ
ー
ド
、

途
中
各
保
育
所
に
立
ち
寄
り
、
園
児

た
ち
に
「
車
に
注
意
す
る
こ
と
、
飛

び
出
し
は
し
な
い
こ
と
」
な
ど
を
お

話
し
て
い
ま
し
た
。

〃，

郡
市
高
齢
者
交
通
安
全

　
　
　
　
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
9
月
1
7
日
㈱
、
川
西
町
中
子
運
動
場
に
お
い
て
、
第

16

回
郡
市
高
齢
者
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行

わ
れ
、
各
市
町
村
の
代
表
1
6
チ
ー
ム
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
　
こ
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
コ
ー
ト
脇
に

横
断
歩
道
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
第
1
打
目
を
打
つ
前

に
左
右
を
確
認
し
横
断
歩
道
を
渡
る
と
い
う
も
の
で
す
。

当
村
か
ら
は
上

山
チ
ー
ム
と
共

和
会
チ
ー
ム
の

2
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
上
山
チ

ー
ム
は
階
し
く

も
1
回
線
で
敗

退
し
ま
し
た
が
、

共
和
会
チ
ー
ム

は
順
調
に
勝
ち

進
み
、
第
2
位

の
成
績
を
あ
げ

ま
し
た
。

欝
、
環
．
．
疑
魏
麓

筏
　
　
ー

凱
畜
み

欝
網

　職
鑑

　
　
螂

　
　
贈

　
　
陥

㈱　
關

　
辮

　
雌
　
欄

　
鐡

　
　
魁

聯
　
　
綿

獺
　
鰹

　
聞

　
　
鰯

　
鰍

　羅
隙

　　
雛、

瓢
灘

、
携
磁
霧
腰
・

．
難

纏
、
灘

灘
．
灘

、
鍵
鞭
醤
辮
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敬
老
の
日
の
9
月
1
5
日
、
中
里
中

学
校
体
育
館
に
於
い
て
「
第
1
8
回
老

人
福
祉
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
福
祉
大
会
の
参
加
対
象
者
は
7
5

歳
以
上
の
約
6
0
0
人
、
そ
の
内
約

4
0
0
人
の
お
年
寄
り
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
一
部
の
式
典
で
は
、
村
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
慶
祝
が
行
わ
れ
8
0
歳
（
男

22

人
・
女
2
9
人
）
、
8
8
歳
（
男
9
人
・

女
1
5
人
）
、
9
5
歳
（
女
6
人
）
1
0
0

歳
以
上
（
女
3
人
）
に
祝
辞
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
、
ま
た
、
金
婚
夫
婦
（
3
8

組
×
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
（
4
組
）

に
祝
辞
と
記
念
品
が
そ
し
て
金
婚
及

び
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
に
は
、
田

沢
の
村
山
陸
斗
く
ん
と
干
濤
の
広
田

真
理
ち
ゃ
ん
が
花
束
の
贈
呈
を
行
い
、

ほ
ほ
え
ま
し
い
場
面
に
会
場
か
ら
拍

手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
郡
老
人
ク
ラ
ブ
（
2
名
）
及
び

村
老
人
ク
ラ
ブ
功
労
者
（
1
名
）
の

表
彰
が
行
わ
れ
式
典
を
終
了
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
第
二
部
の
祝
宴
に
入
り
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
見
な
が
ら
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
大
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
敬
老
の
日
の
前
の
1
2
日
に

は
、
1
0
0
歳
以
上
の
自
宅
を
訪
問

し
、
今
年
、
新
た
に
1
0
0
歳
と
な

っ
た
堀
之
内
の
徳
井
チ
カ
さ
ん
に
内

蒸瞭燃灘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

騰

▲村内最高齢者の

閣
総
理
大
臣
及
び
新
潟
県
知
事
か
ら

の
祝
詞
と
記
念
品
が
十
日
町
福
祉
セ

ン
タ
ー
所
長
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
ほ
か
、

中
里
村
よ
り
徳
井
さ
ん
と
田
中
の
高

橋
セ
ン
さ
ん
（
1
0
1
歳
）
に
祝
詞

と
お
祝
い
金
、
記
念
品
が
、
ま
た
、

村
内
最
高
齢
者
の
小
山
サ
エ
さ
ん
（
田

沢
　
1
0
3
歳
）
は
老
人
福
祉
大
会

に
出
席
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
お
祝

い
金
が
そ
れ
ぞ
れ
村
長
か
ら
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　
3
人
と
も
大
変
元
気
で
足
腰
も
し

っ
か
り
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
お
め
で
と
う
ご
さ
い
ま
す
。

藤
　

　　　霧i韓髄

灘

撫

▲陸斗くん、真理ちゃんから花束が

▼村長より祝詞が渡されるω徳井さん（下）高橋さん

ノ！叫～、

　　　　　　、

　　　　　　ノ

七
ツ
釜
復
旧
記
急
に

倉
俣
小
学
校
児
童
イ
ワ
ナ
を
放
流

　
9
月
2
9
日
㈲
、
七
ツ
釜
一
番
滝
上

流
で
、
倉
俣
小
学
校
4
年
生
の
児
童

12

人
が
イ
ワ
ナ
の
放
流
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
放
流
は
、
現
在
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
七
ツ
釜
が
1
1

月
の
初
旬
に
竣
工
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
事
前
に
記
念
事
業
と
し
て
北
陸

地
方
建
設
局
湯
沢
砂
防
工
事
事
務
所

が
主
催
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
児
童
た
ち
は
、
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て

も
ら
っ
た
イ
ワ
ナ
（
体
長
約
8
㎝
）
、

1
万
匹
を
放
流
し
て
い
ま
し
た
。

平成9年10月10日広報なかさと5



上
越
国
際
清
津
ス
キ
ー
場
竣
工

　
1
0
月
4
日
ω
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

た
め
、
昨
シ
ー
ズ
ン
休
業
し
、
開
発

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
上
越
国
際

清
津
ス
キ
ー
場
第
一
期
工
事
が
完
成

し
、
新
し
く
完
成
し
た
ビ
レ
ッ
ジ
ハ

ウ
ス
で
国
会
議
員
、
国
、
県
及
び
地

元
関
係
者
の
出
席
の
も
と
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
終
了
後
、
出
席

者
は
高
速
4
人
乗
り
ク
ワ
ッ
ド
リ
フ

ト
に
試
乗
し
、
「
眺
望
満
点
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ユ
ー
モ
ー
ル
に
お
い
て
は
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出
場
な
ど
国
内
外

の
大
会
に
出
場
し
、
数
々
の
優
勝
を

果
た
し
た
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の
岡
部

哲
也
氏
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
清
津
ス
キ
ー
場
は
、
昭
和
6
3
年
1
2

月
に
リ
フ
ト
ー
基
、
ゲ
レ
ン
デ
2
コ

ー
ス
、
レ
ス
ト
ラ
ン
ー
棟
で
オ
ー
プ

ン
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成

5
年
7
月
に
防
災
工
事
を
着
工
、
平

成
7
年
5
月
よ
り
コ
ー
ス
の
造
成
及

び
駐
車
場
工
事
、
平
成
8
年
1
0
月
よ

り
ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
の
新
築
工
事
を

行
い
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

　
生
ま
れ
変
わ
っ
た
清
津
ス
キ
ー
場

は
、
リ
フ
ト
が
3
基
、
ゲ
レ
ン
デ
5

コ
ー
ス
、
ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
、
ボ
ー

ド
ハ
ウ
ス
・
パ
ト
ロ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、

駐
車
場
7
0
0
台
の
大
変
す
ば
ら
し

い
ス
キ
ー
場
に
な
り
ま
し
た
。

要》概靹亟
《施

ゲレンデ面積 460，000㎡ 駐車場P1 300台 駐車場P2 400台
リ　フ　ト　名 乗車人員 索道距離 所要時問 コ　ー　ス　名 滑走題離 最大斜度 平均斜度

清津から松ロマンスリフト 2 1，067m 9分 清津から松コース 1，300m 22。 11。

清津ブナ平クワッドリフト 4 1，505m 6分 清津白樺コ　ー　ス 1，300m 24。 120

清津ファミリーロマンスリフト』 2 903m 7分 清津ブナ平コース 1，800m 23。 8。

清津ブナファミリーゲレンデ 18。 6。

清津ビレツジハウス
清津ブナ林問コース 18。 7。

1F

チケットインフォメーション・レンタル・ショップ・

休憩所・コインロッカー・トイレ・更衣室（シャワー

ルーム）・自動販売機コーナー・ゲームコーナー

潔一ドハウス・パトロールハウス

1F パトロールセンター・トイレ・更衣室

2F レストラン「リバティ」300席 2F 休憩室・コインロッカー・自動販売機コーナー

雛
．

．、．馨…樗護蚤鞭灘攣灘、鎌薦灘灘　躍，灘、嘩撚難雛灘嚢灘、、

楚　轟灘熱、糊繍．・獺，灘繭鱗麓
藤繧翁醸譲臨懲，，．．、、，、＿＿隈難羅

　　　　　　講

　　　難難
霧

雛蹴

灘

6



清津峡渓谷トンネル
　　　　開業1周年1

▲記念品のコシヒカリを受けとる入坑者

　
昨
年
1
0
月
1
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
が
9
月
3
0
日

で
開
業
1
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
1
年
間
の
入
坑
者
数
は
、
1
6
4
、

2
7
7
人
で
す
。

　
こ
の
1
周
年
を
記
念
し
て
1
0
月
1

日
に
は
、
入
坑
者
全
員
に
魚
沼
コ
シ

ヒ
カ
リ
を
記
念
品
と
し
て
差
し
上
げ
、

観
光
に
訪
れ
た
人
た
ち
か
ら
喜
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
、
ト
ン
ネ
ル
内
で
は

20

万
人
達
成
予
想
ク
イ
ズ
が
実
施
さ

れ
て
お
り
、
当
選
者
の
中
か
ら
抽
選

で
1
名
に
豪
華
商
品
が
当
た
る
こ
と

か
ら
観
光
客
は
足
を
止
め
て
応
募
用

紙
に
記
入
し
て
い
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鯛一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　剛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　騙　　　　　　　　　　　　　鱒　　　　　　　　　　　　彌　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　騨　　　　　　　　一　　　　　　　旧　　　　　　騨　　　　　　一　　　　　一一　　　　嗣　　　　聯　　　一　　嗣　　o　口　騨
願　一

　
来
年
4
月
1
日
オ
ー
プ
ン
の
予
定

で
現
在
、
芋
川
に
建
設
中
の
温
泉
施

設
の
名
称
が
こ
の
ほ
ど
「
ゆ
く
ら
妻

有
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
温
泉
施
設
の
名
称
に
応
募
さ

れ
た
方
は
、
1
2
8
人
で
1
3
8
点

の
応
募
総
数
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
1
3
8
点
の
中
か
ら
選
考
委

員
及
び
倉
俣
地
区
振
興
会
の
役
員
の

皆
さ
ん
で
人
気
投
票
を
行
い
、
そ
の

結
果
、
第
1
位
に
藤
田
　
求
さ
ん
（
干

溝
）
の
「
倉
俣
温
泉
　
ゆ
ー
く
ら
」

が
選
ば
れ
、
若
干
の
ア
レ
ン
ジ
を
行

い
「
ゆ
く
ら
妻
有
」
に
決
定
し
た
も

の
で
す
。

　
な
お
、
人
気
投
票
の
第
2
位
に
は

上
原
康
義
さ
ん
（
通
り
山
）
の
「
倉

俣
ふ
れ
あ
い
館
」
が
、
第
3
位
に
は
、

山
田
里
子
さ
ん
（
清
田
山
）
の
「
ふ

る
さ
と
湯
愛
館
」
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば

れ
ま
し
た
。

温泉

施
設
の

　
　
　
　
上
棟
式
も

　
9
月
2
6
日
働
、
芋
川
地
内
に

建
設
中
の
温
泉
施
設
の
上
棟
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
上
棟
式
に
は
、
地
域
の
多
く

の
皆
さ
ん
や
関
係
者
が
集
ま
る

中
行
わ
れ
、
建
築
関
係
者
に
よ

り
上
棟
銭
な
ど
が
撒
か
れ
ま
し

た
。

　
現
在
の
温
泉
施
設
建
設
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
本
体
部

分
は
ほ
ぽ
完
了
し
、
今
後
は
外

壁
、
内
装
、
周
辺
整
備
と
進
め

ら
れ
て
い
き
ま
す
。

〈
建
設
中
の
温
泉
施
設

灘
織
錘

　
　
灘
　
　
騨

灘
淋羅

〈多くの皆さんが上棟式に

平成9年10月10Eヨ広報なかさと7
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国民年金に加入したいのですが、

毎月の保険料が納められません。

　次のような人は、申請して承認を受けると保険料が免除さ

れます。

●収入が少なく、生活にお困りのとき

●失業や営業不振などでお困りのとき

●病気やケガなどで、経済的にお困りのときなど

》手続きは簡単です

　免除が承認されると、申請した月の前月分から保険料が免

　除されます。申請が遅れると、その分、免除の開始が遅れ

　ます。

》手続きに必要なもの

　村の国民年金窓口で「免除申請書」に、必要事項を記入し

　提出して下さい。その際①印鑑②年金手帳または納付書

　などが必要です。

毎月、保険料を納めなければ

ならないと聞いたのですが、

めんどうですね。

　口座振替なら金融機関で一度

手続きをされますと、あなたの

預金口座から自動的に納めてい

ただけます。

1〉申込み手続きは

　あなたの預金口座のある金融機関へ

村から送付された

0納付書または年金手帳

②預金通帳

0通帳届出印

9
、

をお持ちのうえ、「口座振替依頼書」に必要事項を記入して、お申込下さい。

　過去の厚生年金加入期間は国

民年金の納めた期問とあわせて

25年以上あれば、年金が受けら

れます。もし、現在国民年金を納めていないと過去の厚生

年金が掛け捨てになります。将来、厚生年金に加入するよ

うになっても同様です。年金の記録は早めに確認して、き

ちんと納めていくことが大切です。

厚生年金に加入したことが

ありますが、その期問も加算

されますか

一
一

8



国民年金の将来が不安
なのですが・・・…

　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　　　　　　

国民年金は、国が運営する年金制度です。こ安心ください。

　国民年金は、厚生年金・共済年金とともに、国が責

任をもって行う制度であり、すべての公的年金の1階

部分としての基礎年金となっています。ですから、1

階部分の国民年金制度の安定なくして、2階部分とし

ての厚生年金・共済年金の安定はありえないことにな

ります。また、平成9年1月からは、全年金制度に共

通の「基礎年金番号」が導入されました。

ク
o

民間の個人年金に加入しているから～
国民年金には・・・…

　国民年金は、国の社会保険制度のひとつで「世代と

国民年金と、任意に加入し貯蓄的性格をもった個人年

金では、その性質は全く異なったものです。

　簡単に比較できるものではありませんが、あえて比べてみると違いがわかります。

12，800円（平成9年度）

運営は？

しくみは？

保険料は？

給付財源は？

給付内容は？

物価スライドは？

「社会保険料控除」で全額所得から控除　　保険料の税控除は？

年金の税控除は？

事務費は？

鯵、

生命保険会社など

※老後の基礎は、まず国民年金に加入し保険料を納め、その上で余裕があれば個人年金に。これが基本です。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

将来、国民年金だけでは心配です

　国民年金の“もう一つの年金”と

して、「国民年金基金」があります。

自営業などの方々が、ゆとりある老

後を過ごすことができるように、国

民年金に上乗せした年金をお支払い

する制度が国民年金基金です。

　　　加入できる万は

　20歳から60歳になるまでの問

の自営業者などの方々で、国民

年金に加入し、保険料を納めて

いる第1号被保険者です。

新潟県の国民年金基金まで（τELO25－245－9345）

9 広報なかさと 平成9年40月10Eヨ

ノー一一騨隔一一一一一ロー一閣願一一一一一一国一一一一、
ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1保険料は　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　平成9年4月から　　，　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1　　　　　　月額12，800円1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1付加保険料　　　　　　　　1
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　第1号被保険者で希望する　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

匿　人が月額400円を納めます。l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1※保険料が割引かれる前納制1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1　度もあgます。　　　　　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
、鱒鱒一匿一．一”鱒噺。8－0一，一。■鱒騨欄9一一ロ，一一一一一ノ



お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

～
健
康
が
何
よ
り
大
事
！
～

中
里
村
健
康
福
祉
フ
ェ
ア
9
7
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

◆
日
　
時

◆
会

◆
内

容場

10
月
1
9
日
日
午
前
－o
時
～

ユ
ー
モ
ー
ル
　
2
F

＊
表
彰
式

　
・
む
し
歯
の
な
い
子
　
・
国
保
長
期
健
康
者

　
・
献
血
功
労
者
　
　
　
・
食
生
活
改
善
功
労
者

　
・
社
会
福
祉
功
労
者

＊
ミ
ニ
演
劇
（
ポ
パ
イ
の
会
）

　
　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
た
か
ら
、
私
が
い
た
」

＊
特
別
講
演

　
・
講
師
　
作
家
　
家
田
荘
子
様

　
・
演
題
　
「
私
が
出
会
っ
た
人
々
」

●
講
師
紹
介

　
っ
極
道
の
妻
た
ち
し
－
代
議
士
の
妻
た
ち
し
が
映
画
化
、
テ

レ
ビ
放
映
さ
れ
る
。
「
エ
イ
ズ
患
者
と
過
ご
し
た
一
年
間
の
壮

絶
記
録
隔
私
を
抱
恥
て
そ
し
て
キ
ス
し
て
～
エ
イ
ズ
患
者
と

過
ご
し
た
壮
絶
記
録
」
を
週
刊
誌
に
連
載
、
ま
と
め
ら
れ
る
。

こ
の
著
書
に
よ
り
－
第
認
回
大
宅
荘
一
ノ
ン
フ
ェ
ク
シ
ョ
ン
」

を
受
賞
。
ま
た
、
数
多
く
の
作
晶
は
、
延
べ
B
本
が
映
画
化

さ
れ
て
い
る
。＊

各
種
コ
ー
ナ
ー

　
・
試
食
コ
ー
ナ
ー
（
こ
ぶ
し
会
）

　
・
健
康
管
理
室
コ
ー
ナ
ー
（
上
村
病
院
）

　
　
　
《
血
圧
測
定
・
体
脂
肪
測
定
・
体
力
測
定
》

　
・
販
売
コ
ー
ナ
ー
（
あ
お
ぞ
ら
会
）

　
・
エ
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
（
役
場
国
保
係
）

　
・
福
祉
機
器
機
展
示
コ
ー
ナ
ー
（
社
協
、
業
者
）

、
ー
ロ
ー
ー
l
－
ー
麗
ー
ー
ー
1
ー
ロ
ー
璽
ー
ロ
ー
，
ー
プ
，

　第4回目のテーマを「福祉ボランティア『みんなで支え合う高齢社会」」にし、講義とパ

ネルディスカッションを行います。中里村は老人人ロが25％を越え、「在宅介護Jは避けて

通れない問題になって来ます。実際に介護をしている万からパネルディスカッションして

いただき、そして三好園の長谷川主任生活指導員から講義をいただきます。

’◆日時10月17日囲午後7時～午後9時30分
◆会場総合センタ＿　　　　　　’　　2δ・
◆テーマr福祉ボランティア「みんなで支え合う高齢社会」』　　　瓦一　　り

　◆内　容　①講　義　「上手に利用しよう　在宅福祉サービス』　　　　　　　　　　鰐

　　　　　　　講師特型藩籐ム長書羅様　　　，F響濃
　　　　　　②パネルディスカッション
　　パネラー　・介護の立場から　　　　　中田　明司様（芋　沢）

　　　　　　　・高齢者の立場から　　　　村山しづな様（東田沢）
　　　　　　　・ヘルパ』の立場から　　　石沢　美代様（社会福祉協議会）

　　　　　　　・ボランティアの立場から　南雲キクイ様（堀之内）
一－一－■■一一一－一－’－闘－一－一’一一一■■一－－－一，一－－－－一一ロ1ロー■■－－■■－凹■一一墜一－■■一一臼－－－－一一一田一，一ーロ■－■圏－－

r
－
－
ー
－
ー
ー
ー
－
ー
ー
ー
ー
ー
匿
ー
ー
I
l
ー
㌧

難
暮
…
術
　
察

鐵
繕
濯
購
灘
難
雛
灘
趨
欝
撰
慧
叢
灘
慧
議
欝
灘
欝

懇
磯
鍵
欝
難
難
纏
饗
羅
講
羅
麓
叢
撚
繕

鎌
穰
購
膿
瀾
爲
羅
欝
灘
霊
纏
圏
鑛
鶏
醸
懇

　
　
』
．
、
籍
簸
響
欝
灘
鑛
籍
獲
慧
灘
諜
灘

　
雛
灘
懸
麓
難
麟
灘
畿
翻
麟
蕪
獲
慧
雛
欝
灘
賜

叢獺

曝
鱒
醜
総
欝
盤
灘
灘
蓬
麟
際
饗
灘
灘
響
藝

繊
羅
蒙
獺
簸
鰹
…
霧
叢
購
騒
藁
．
絵
灘
．
縫
翻
．

　
　
　
難
．
．
厭
難
麟
鵜
．
灘
難
籔
馨
醗
鑛
働
鰻

　
　
灘
『
．
…
…
鐘
雛
蹴
馨
灘
懇
．

文
化
の
秋
，
・

芸
術
祭
＆
芸
能
祭

灘
叢
能
萎
黛
醐

』
鍵
懇
甕
⑳
練
習
載
繋
懸
発
叢
鐵
謙
麟
驚
．

　
灘
麟
聡
嚢
麓
懸
騰
辮
．
蒸

慧
麟
購
『
覇
捌
漏
欝
．
窟
懲
懸

　
　
　
　
『
．
籍
蕊
欝
懸
獄
蕪
獲
饗
雛

灘
畿
難
塗
聾
p
臆
繊
慧
藩
．
圏
・
轍
嚢
顯

10



総
合
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

舗
装
工
事
の
お
知
ら
せ

　
総
合
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
が
舗
装

工
事
の
た
め
1
0
月
6
日
㈲
か
ら
1
0
月

18

日
ω
ま
で
の
期
問
ご
利
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
ユ
ー
モ
ー
ル
第
2
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
工
事
期
間

　
1
0
月
6
日
㈲
～

　
　
　
　
1
0
月
1
8
日
ω
ま
で

◆
工
事
期
間
中
の
駐
車
場

灘

　
　
　
　
行
　
灘

　
　
　
　
銀

　
　
　
潟
央

　
　
　
　
　
叢

　
　
　
新
中

　
　
　
　
　
　

購
灘
難
講
職
灘
　
灘
瓢
鰍

　
　
　
　
　
懸
．

　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
懸

．
叢
藻
灘

　
ル
場
　
難

　
　
一
車

　
モ
駐
　
繋
．

　
　
一
2
　
褒
脚
鰍

　
　
ユ
第

　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
羅

　
　
　
　
　
　
　

ユ
ー
モ
ー
ル
灘

　
　
　
　
　
灘

　　　　村　　　里　　中　JA騨

畿
黙

ここを利用して
ください。

纒
趣
灘
灘

総合センター

駐
車
場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　願　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鵬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　篇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　韓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　階　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繭　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　剛　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　鰯　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　葡　　　　　　　　　　　　門　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　顧　　　　　　　　　　聞　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　葡　　　　　　　聞　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　篇　　　　鞠　　　一　　一　　一　胸　顧日
一

　
最
近
、
十
日
町
保
健
所
館
内
で
犬
に
よ
る
咬
傷
事
故
が
多
発
し
て
お

り
ま
す
。
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
管
理
し
て

く
だ
さ
い
。

大
の
放
し
飼
い
は
絶
対
し
な
い

◎
け
い
留

　
①
犬
の
け
い
留
場
所
は
、
飼
い
主
の
目
の
と
ど
き
、
道
路
ま
た
は
通

　
　
路
の
通
行
人
や
来
訪
者
に
危
害
が
及
ば
な
い
よ
う
な
場
所
と
す
る
。

　
②
ロ
ー
プ
、
鎖
、
首
輪
が
す
り
減
っ
た
り
、
壊
れ
た
り
し
て
い
な
い

　
　
か
毎
日
点
検
す
る
。

◎
散
　
歩

　
①
犬
を
制
御
で
き
る
人
が
散
歩
を
す
る
。
引
き
綱
は
短
く
持
ち
、
犬

　
　
の
自
由
に
さ
せ
な
い
。

　
②
噛
み
癖
の
あ
る
犬
の
散
歩
は
、
口
輪
な
ど
を
装
着
す
る
。

◎
管
　
理

　
①
犬
の
大
き
さ
、
性
質
に
応
じ
た
適
当
な
広
さ
の
犬
小
屋
、
寝
小
屋

　
　
を
設
け
る
。

　
②
犬
小
屋
、
寝
小
屋
は
清
掃
が
容
易
で
衛
生
的
な
構
造
に
す
る
。

　
③
犬
の
鳴
き
声
、
飛
散
す
る
羽
毛
、
悪
臭
等
で
人
に
迷
惑
を
か
け
な

　
　
い
施
設
で
管
理
す
る
。

　
④
大
型
犬
の
飼
育
者
は
、
注
意
を
喚
起
さ
せ
る
標
識
を
掲
示
し
、
施

　
　
設
に
は
施
錠
す
る
。

◎
咬
傷
事
故

　
　
事
故
は
、
民
法
上
の
損
害
賠
償
の
対
象
と
な
り
、
健
康
保
険
は
適

　
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
保
障
が
つ
い
た
損
害
保
険
に
加
入
し
、
万
が
一
に

　
備
え
て
く
だ
さ
い
。

、
、
－
ー
1
－
1
－
1
－
I
l
ー
ー
1
－
1
ー
ー
ー
1
ー
ー
1
－
1
－
1
－
1
；
I
I
I
－
1
－
1
－
1
ー
ノ

皿
　
雪
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
十
日
町

ド

皿
　
1
雪
の
く
に
の
明
日
を
拓
く
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
次
に
よ
り
開
催
さ

ロ

一
れ
ま
す
。
特
別
講
演
の
講
師
は
、
中
里
村
堀
之
内
出
身
の
作
家
南
雲
道

一
雄
氏
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ロ

一
　
◆
期
目
1
0
月
器
日
㈹
午
前
9
時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

｝
　
◆
会
場
　
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
i
（
ク
ロ
ス
ー
0
）
　
　
　
“
“

コ

幽
　
◆
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ド　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

一
　
　
。
開
会
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
午
前
9
時
5
0
分
　
帥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

｝
　
　
・
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
　
午
前
9
時
5
0
分
～
午
後
1
2
時
2
0
分
　
一

ロ

旧
　
　
　
　
第
ー
セ
ク
シ
ョ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
一

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

一
　
　
　
　
　
　
　
「
ほ
く
ほ
く
線
．
山
。
同
規
格
道
路
の
整
備
と
活
用
」
　
　
　
　
一

一
　
　
第
2
セ
ク
シ
ョ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

ロ
一
　
　
　
　
　
　
　
．
十
日
町
の
活
力
と
再
発
見
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

｝
　
　
．
特
別
講
演
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
午
後
2
時
1
0
分
　
“
一

ロ

一
　
　
　
　
　
　
講
師
　
作
家
　
南
雲
　
道
雄
5
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

聯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
　
・
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
　
午
後
2
時
2
0
分
～
午
後
4
時
5
0
分
　
㎝

　
　
　
　
　
第
3
セ
ク
シ
ョ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
「
雪
国
の
安
全
を
考
え
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
第
4
セ
ク
シ
ョ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
「
都
会
と
雪
国
農
村
の
共
生
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
・
閉
会
式
　
　
　
　
　
　
　
、
　
午
後
4
時
5
0
分
～
午
後
5
時
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
　
◆
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
雪
国
住
宅
質
問
コ
ー
ナ
ー
、
パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
　
㎝

　
　
◆
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
十
日
町
市
建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務
局
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
費
留
1
3
1
1
1
　
F
A
X
5
2
1
4
6
3
5
　
　
　
　
　
　
　
㎝

－
『
聾
陰
ー
匿
塵
播
－
巴
置
醗
匿
8
匿
雛
匿
－
痙
口
醤
ー
響
謄
濫
曝
置
匪
蟹
－
唇
唇
塁
匿
塵
ー
匪
ー
匹
ー
唇
8
嗜
匿
唇
響
巳
＼

　
　
麺
月
ぽ
罰
高
齢
養
雇
網
促
進
潮
潤
」
で
す

　
　
　
懸
幽
纏
茄
灘
葱
慧
る
。
隣
経
験
蔭
講
葵
績
嬉
蒲
麹
識
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰
ぽ
金
　
継
続
雇
綱
の
蕊
歳

　
○
樋
歳
建
薙
の
隼
度
爾
葵
施
、
薦
騨
成
麹
舘
＄
潟
鍵
綴
）

　
　
継
続
雇
網
驚
着
健
進
助
成
金
・
蕎
羅
齢
慈
鶏
継
続
給
獄
議
等
を
活
翔
し
、

　
騰
歳
象
難
の
継
続
雇
溺
巻
図
蜂
霧
態
業
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縁
労
働
欝
・
熱
爵
ー
霧
ー
タ
繋
臼
聴
謎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

㎝
　
　
　
　
　
　
演
題
　
　
．
雪
は
母
で
あ
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

一一扁蘭階一隅口聞一一甲甲騨購一一一鱒聯嗣剛一購聯一一ノ
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お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

鋤
霧
、

1　睡は・次眺溺です？　　　　　i
唇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口

i　　＊投票日11月30日㈹・　i村山一裕くん（1歳）⑯
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　賢一一・玲子さん夫妻の長男（上山）

1　中里村長選挙立候補予湿者説明会開催　i　玄関に入ったらコンニチワと頭
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
量　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　1　　を下げてくれた近所で人気者の一
i　　　　立候補予定者説明会を下記のとおり開催します。　　　i　裕くん。元気に家の中を飛び回っ

1　　立候補予定者の方はご参集くださ恥。　　　　　　　　　1　たり、おばあちゃんと外に散歩に
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　出るのが大好き　時には窓から下
i　◆日時10月31購午後備30分～　i　lこ物を落としたちするい葎ずらも
1　　　　◆会場中里村役場　議場　　　　　　　　　　1　するとか。大好なミヵンを食べな
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i　詳しい問い合わせ榊里村選鞭理委員会まで　i齪、縦蓑鍛と樋顔言
1　　　　　　　豊63－3111（内線322・323）　　　　　　　i　分の顔にrチュー」をしてくれる
L一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一…一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1　　サービス満点の一裕くんでした。

怯
幽
稀
羅
纒
欝
線
百
景

7
護
傭
轟
響
・
犠
蕪
欝

◆
テ
ー
マ

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
1
8
市
町
村
の
景
観

　
　
　
（
未
発
表
の
作
品
）

◆
サ
イ
ズ

・
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
切
（
ワ
イ
ド

　
四
切
も
可
）

・
平
成
9
年
3
月
2
0
日
以
降
撮
影
し

　
た
も
の
で
応
募
点
数
に
制
限
無
し

◆
応
募
万
法

　
題
名
、
撮
影
場
所
、
年
月
日
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
（
学
年
）

電
話
番
号
を
明
記
し
た
用
紙
を
作
品

の
裏
側
に
テ
ー
プ
で
貼
付
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

◆
応
募
先

・
郵
送
の
場
合

〒
9
4
8
　
十
日
町
市
西
寺
町
　
織

物
会
館
　
十
日
町
市
商
工
観
光
課
内

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
地
域
振
興
連
絡
橋

議
会
事
務
局
　
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
百

景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
係

・
持
参
の
場
合

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
百
景
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
の
応
募
チ
ラ
シ
の
あ
る
新
潟

フ
ジ
カ
ラ
ー
取
扱
写
真
専
門
店

◆
応
募
締
切

　
平
成
1
0
年
1
月
2
0
日
㈹

　
　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

◆
発
表

　
平
成
1
0
年
2
月
下
旬

　
　
　
　
（
入
賞
者
に
は
直
接
通
知
）

◆
賞

・
最
優
秀
賞
1
点
　
5
万
円
＋
副
賞

・
優
秀
賞
　
4
点
　
3
万
円
＋
副
賞

・
入
選
　
　
1
5
点
　
1
万
円
＋
副
賞

・
ほ
く
ほ
く
線
特
別
賞
1
点

　
　
　
3
万
円
程
度
の
○
○
＋
副
賞

東
畿
耀
摺
鐵

え
謎
雛
灘
鑛
懸
ギ
ン
グ

◆
目
時
　
1
0
月
2
1
日
㈹

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
－
時
3
0
分

◆
会
場
　
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所

◆
内
容

　
手
作
り
ピ
ザ
で
楽
し
く
パ
ー
テ
ィ

◆
参
加
費
　
5
0
0
円

◆
持
つ
て
く
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン

◆
定
員
　
1
8
名

◆
申
込
み
先
　
東
北
電
力
十
日
町
営

　
業
所
　
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
盈
5

2
1
3
1
0
7

地
痘
鷺
澄
饗
欝
代

シ
懸
鵡
灘
灘
纏
構
新
潟

　
地
方
分
権
の
本
格
化
や
行
政
需
要

の
複
雑
・
多
様
化
に
対
応
す
る
方
策

と
し
て
の
市
町
村
の
合
併
や
広
域
行

政
に
つ
い
て
、
県
内
外
の
取
組
み
例

の
紹
介
や
様
々
な
立
場
か
ら
の
意
見

交
換
を
通
じ
て
、
県
民
の
理
解
及
び

気
運
の
醸
成
の
増
進
を
図
る
た
め
次

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
目
時
　
1
1
月
1
7
日
㈲

　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
30
分

◆
会
場
　
オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル
新
潟

◆
内
容

・
特
別
講
演

講
師
　
経
済
評
論
家

　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
直
毅
　
氏

演
題
　
　
「
地
方
政
府
」
の
要
件

　
－
問
わ
れ
る
自
己
統
治
の
理
念
1

・
基
調
講
演

講
師
　
大
分
県
東
国
東
広
域
連
合
長

　
　
　
　
　
　
　
藤
井
　
康
長
　
氏

演
題
　
大
分
県
東
国
東
広
域
連
合
の

　
　
　
設
立
と
そ
の
取
組
み

・
分
科
会
（
テ
ー
マ
）

第
－
分
科
会

　
市
町
村
行
財
政
基
盤
の
強
化
に
向

　
け
て

第
2
分
科
会

　
市
町
村
間
の
広
域
連
携
の
推
進
に

　
向
け
て

第
3
分
科
会

12



　
市
町
村
間
の
新
し
い
協
力
体
制
の

　
創
造
に
向
け
て

・
総
括

　
分
科
会
報
告

ワ
ー
灘
縢
鞭
繋
ダ
新
潟

7
エ
っ
ノ
曝
潔
饗

　
　
　
　
，

　
2
0
0
2
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開

催
地
と
し
て
、
県
民
の
皆
様
か
ら
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
歴
史
や
内
容
を
理

解
し
て
も
ら
い
、
大
会
の
成
功
に
向

け
て
ム
ー
ド
を
高
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
当
日
は
、
東
京
と

メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
代

表
で
参
議
院
議
員
の
釜
本
邦
茂
さ
ん

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
、
公
募
し
て
い

ま
し
た
新
潟
県
独
自
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
発
表
と
表
彰
も
行
い
ま
す
。

ま
た
、
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
方
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
誘
い
合
せ
の
上
、
ご
参

加
下
さ
い
。

◆
目
時
　
1
0
月
1
9
日
印

　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

◆
会
場
　
万
代
シ
テ
ィ

◆
内
容

・
パ
ネ
ル
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
模
型
の

　
展
示
、
ビ
デ
オ
上
映

・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
発
表
、
表

彰・
釜
本
邦
茂
氏
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と

模
範
演
技

・
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
コ
ー
ナ
ー
と
少

年
サ
ッ
カ
ー
教
室

・
韓
国
舞
踊
と
万
代
太
鼓

・
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム
、
ク
イ

ズ・
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
に
よ
る
パ
レ

ー
ド

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ツ
ト

・
そ
の
他

◆
入
場
料
無
料

第
麗
圃
鑓
獺
郡
布
緑
化

に
｝
瀬
鵜
難
簗
欝

　
　
　
前
売
義
顯
雛
囎
！

　
来
年
8
月
1
日
か
ら
1
0
月
1
8
日
ま

で
の
7
9
日
間
開
催
さ
れ
る
花
と
緑
の

大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
会
場
は
新
潟
（
県
立
鳥
屋
野
潟
公

園
）
と
新
津
（
新
潟
県
都
市
緑
花
植

物
園
）
で
す
。
お
得
で
特
典
の
つ
い

た
前
売
入
場
券
を
販
売
し
て
い
ま
す

の
で
こ
の
機
会
に
お
求
め
下
さ
い
。

◆
前
売
入
場
券
販
売
期
間

　
　
平
成
1
0
年
7
月
31
日
ま
で

◆
販
売
箇
所

　
　
J
R
東
日
本
新
潟
支
社
管
内
の

　
駅
又
は
び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
、
旅
行
代

　
理
店
、
有
名
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

◆
前
売
入
場
券
の
特
典

．
抽
選
で
海
外
旅
行
な
ど
の
素
敵
な

　
景
品
が
あ
た
り
ま
す
。

・
前
売
入
場
券
を
提
示
す
る
こ
と
に

　
よ
り
協
賛
施
設
の
利
用
料
金
が
割

引
さ
れ
ま
す
．

◆
料
金

券　　種 大　　人 高校生 小中掌生 高齢都臓似上

繭売入場券 1，200円 600円 400円 600円

当臼入場券 1，500円 800円 500円 800円

券　　種 ファミリー券（大人2小中1） 全期間

前売入場券 2，500円 2，500円

当田入場券 3，200円 2，500円

※詳しい内容については販売店でお尋ねください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞭　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　懇　　　　　　　　　　　鑛　　　　　　　　　　撚　　　　　　　　麟　　　　　　　灘　　　　　灘　　　　嚢　　　雛　灘灘

　10月は「マイ・バック・キャンペーン」期問です。

　買い物に出かけるときは、買い物袋を持参するようにしまし

ょう。スーパーなどでレジ袋をもらわずに、持参した袋を使う

ことで資源の節約、ゴミの減量につながります。

環境にやさしい暮らしのために、みなさんのこ協力をお願い

します。

　　　　霧盤

樹樋曙筆｝通り山

競笑｛服部由葦里｝如来寺

賛董｛石澤康理子｝荒屋

雛1｛樋・馨季｝山崎

屋
　
　
崎
　
　
溝
　
‘
中

荒
　
　
山
　
　
干
　
　
田

コ
　
　
コ
　
　
コ
　
　
コ

　
子
夫
子
　
　
子
彦

理
　
津
津
進
佳
　
恵

　
康
美
美
　
　
多
和

田廣モ当妨
勇

審｛瀧澤和恵産｝田ホ

濃｛清尋み華｝山崎

｛廣田明雄　干　溝
伊藤絵里　十日町市

｛山本一哉　葎　沢
羽鳥真由美　川西町

井之川忠雄（77）如来寺　
山
溝
崎
　
　
山
中

　
　
　
　
　
　
桂

　
上
干
山
　
　
上
宮

）
　
　
）
　
　
）
　
　
）
　
　
）
　
　
）
　
　
）

∂
1
　
8
　
7
　
8
　
6
　
2
　
∠
4

月
1
　
7
　
6
　
6
　
8
　
　
7
　
6

（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

雄
江
勉
茂
工
男
夫

　
　
　
　
　
　
キ

忠
初
　
　
　
ユ
重
義

川
原
村
田
本
原
橋

之
井
上
江
武
山
上
高
※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

　
　
あ
ノ
　
　
ガ
ノ
　
ヨ
ノ
　
　
む
メ
　
　
ヘ
ノ

　
　
日
日
瞬
田
日
『

日
1
1
7
1
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

替
鯛
鯛
鯛
鯛
鯛

振
α
α
α
α
α

と税納
税
税
金
料
料

の
民
　
年
　
道

　
　
　
保
　
　
育
氷

月
県
　
　
民

　
　
　
　
　
　
　
　
下

今
村
国
国
保
上

　
　
■
■
□
■
■

萎通事故件数　　　　　22件

巳　者　　　　　　○人

薯　者　　　　　23人
巳亡事故ゼロ　　　／，783日
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ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

1　温泉熱の活用で農業生産を！　　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

1　　農産物の通年生産を図ろうと原町に湧出した温泉の熱を　l

l農業生産に利用するための試験を昨年から実施しておりま　1
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1　したが来年度から本格的に取り組む予定です。　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　冬期間の農業生産をと考えている方は、お気軽にご相談　l
l　ください。　◆相談先　中里村役場農林課まで（内線220）　1
￥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
、嬬＿＿騙幅鰍劇＿＿篇＿＿閣9顧嘲哺＿剛騨＿＿縣画一圃．＿＿曜醐じ＿顧＿一瞬一一陰旧＿曝嘗＿＿篇蘭廓一一一一1

ノロロロ　じロロ　　ロロロロじ　ロロロじ　ロ　　　じロロロコぼ　ロロロロロ　ロロ　ロロロロコロコロ　コ　ロじロロロロロキ
ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1　文化・スポーツ奨励墓金活用事業　　　　1
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　　　　の補助申請を受付けております／　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1詳しくは、「広報なかさと」4月号をご覧ください。　　　l

l　◆申込期限11月28日働　　　　　　　　i
l　　◆問合せ先　教育委員会社会教育課（盈63－4478）　　　1
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
、曙一騨朧巴脚＿馴一一口．一＿一陰廟一＿馴卿一一一＿＿一陰一闇騨嘱ロ繭＿一＿＿贈一一一旧瞬ロ・一脚一關｝廓一騨一馴一一一頓ノ
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第二藤巻医院騨茜蟹

大熊内科医院鷺謂1

長山医院暫南智

中条病院響右蒔需

㊦山・医院禅躍1

⑳
⑳
⑳
．
⑳
⑭

　
9
月
中
旬
の
台
風
1
9
号
、
2
0
号

ま
た
、
秋
雨
前
線
の
影
響
で
稲
刈

り
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
も
ぐ

ず
つ
い
た
天
候
が
続
く
中
、
よ
う

や
く
2
9
日
頃
か
ら
天
候
も
良
く
な

り
稲
刈
り
も
進
ん
で
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
1
0
月
4
日
に
上
越
国
際
清
津
ス

キ
ー
場
の
竣
工
式
が
あ
り
ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
た
め
、

一
シ
ー
ズ
ン
休
業
し
た
清
津
ス
キ

ー
場
で
す
が
今
シ
ー
ズ
ン
は
生
ま

れ
変
わ
っ
た
清
津
ス
キ
ー
場
で
思

う
存
分
滑
走
す
る
こ
と
が
出
来
そ

う
で
す
。

／10月15日～11目5日＼

カレンダー
15㈱

補聴器相談（リオン〉　合役場　（D13：45～14：00

男のクッキングタイム　合保健センター
㊤19：30～21：30

16休） 手作り工芸教室　合総合センター　（919：30～21二30／

17働

妊婦健診・母親学級　合上村病院産婦人科
㊤13：00～13：30受付
心配こと相談（山田虎一〉合ディサービスセンターii
∈）13：30～16：00

なかさとトキメキ大学　合総合センター
（D19二〇〇～21：30

18ω

19（日）

健康福祉フェア　合ユーモール　（∋10：00～
村民健康ウォーク　合中里中学校　（∋8：30集合

ドーム中里き☆らoら定期投影　合ユーモール
∈）11：00～11：40

20（月）

遊びの教室　倉総合センター
㊦9：30～10：00受付

年金移動相談所　合老人福祉センター
（D10：00～15：00
風しん　合保健センター　（∋14：00～14：30受付

21㈹

ツベリクリン検査　合保健センター
（D14：00～14：30受付
補聴器相談（リオン）　倉役場　（D13：45～14：00

男のクッキングタイム　合保健センター
∈）19：30～21：30

22㈱

23休）

心配こと相談（村山篤稔）倉ディサービスセンター
（D13：30～16：00
行政相談合老人福祉センター（Dl3：30～16：00
ッベリクリン判定及びBCG　合保健センター
∈）14：00～14：30受付

24働 ミュージックプラネタリューム　合ユーモール

019：30～

25ω ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモール
（D11：00～11：40

26（日）

27（月）

28㈹ 胃がん、大腸がん検診　合清津峡小学校
（D8：00～10：00受付

29ωO
補聴器相談（リオン）　合役場　（Dl3：45～14：00

男のクッキングタイム　倉保健センター
（D19：30～21：30

30休）

31働
中里村長選挙立候補者予定者説明会
倉役場議場　（∋13：30～

心配こと相談（廣田和子）　倉ディサービスセンター・
（D13：30～16：00

1ω 村民芸術祭（3日まで）　合総合センター・保健センi
ター　（∋9：00～17：00（3日は15：00まで）

2（日）

中里バスケットボール大会　合中里中学校
（D8：00～

村民芸能祭　合ユーモール　（910：00～14：00

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモール
∈）11：00～11：40

3（月）
祝日　文化の日

4㈹

5㈱ 男のクッキングタイム　倉保健センター
（D19：30～21：30

　　　　　　　　　　　　　　　懸　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　灘　　　　　　　　雛　　　　　　　灘　　　　　灘　　　　鑛　　雛嚢鐵難灘

材i展憲軍　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。ウグイスりユ

世帯数1，623（＋1）人ロ男3，294人（＋1）女3，314人（±0）計6，608人（＋1）
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